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１ 初めに 

  私たちが英語の学習をするときに非常に重要な役割を果たす前置詞、しかし意味が

多く、それらの意味の識別や使い分けにこまる私たちも含め学生はとても多いと思

います。 

  では、このやっかいな前置詞を理解するうえでより簡単な方法はないのでしょう

か？そこで私たちは前置詞をイメージであらわしてまとめてみることにしました。 

 

２ 内容 

  まず、始めに私たちは前置詞の中でも特にイメージしにくい forと ofを選び一人ひと

つずつ担当しました。そして、それらの前置詞のイメージをつかむことに努力しまし

た。そのために、洋書の中から for,ofを含む文を抜き出し、それぞれの文に含まれる

of と forの意味を辞書で調べ分類していきました。 

すると、例えば ofではある程度の意味を大まかに分けると二つのイメージに分類でき

ました。少しずつなぜこのような意味ができたのか、ということに気づくことができ、

私たちなりにまとめてみました。 

 

私は前置詞に興味を持ち forについて調べることにしました 

WISDOM辞書で forを調べると、17個の意味が出てきました  

私は forのイメージを掴むために 17個の意味をいくつかのタイプに分類しました 

初めに、私は“交換”の例文に注目しました 

“Buy a shirt for ten dollars” 

ここでは“a shirt”と“ten dollars”が等しくなっています 

これら二つのものは同じ価値になっています 

ほかの言葉に換えると“a shirt”と“ten dollars”は釣り合っていると言えます 

私はこれを天秤と考えました 

もし左の皿に“a shirt”を乗せ、右の皿に“ten dollars”を乗せると二つの皿は釣

り合っているといえます。 

 



 
 

私は他に釣り合うものはないかと探しました 

この文はどうでしょうか？  

“I have been working here for two yeas” 

これは“時間”の例文です 

“I have been working here”と“two years”が等しくなっています 

すなわち、これらの二つは釣り合っていると言えます 

“for”には天秤のイメージがあると分かりました 

このイメージで他の意味も説明できました、が他の意味はどうでしょうか？ 

私は“for”には“前”というイメージがあると聞いて考えました 

そこで、“for”には何かの前に出るというイメージがあると気付きました 

このイメージは“代表”の例文で説明できます 

“I am speaking for my client” 

この例文は、私は代理人の前に立っていると言えます 

これは“for”は“誰か、または何かを代表して前に立つ”というイメージをもってい

ます 

 

 

“目的”“準備”“行き先”はどうでしょうか？ 

A brush for washing shoes 

Is this train for Kyoto? 

Prepare for a typhoon 



 

これら 3 つの説明するために、イメージをつくりました 

 

 

 

 

  次に、ofについてイメージであらわしてみました。 

  すると、大まかに分けて次のようにあらわせました。 

 

 

 



 

 

 

 



  

 このように、ofは二つのイメージであらわすことができました。 

 

３まとめ 

  私たちなりに前置詞をこのようにイメージであらわしてみました。そして、これら

二つの前置詞についてだいぶ理解することができました。皆さんに私たちの思う

for,of のイメージが少しでも伝われば幸いです。 

 


